
<基本的考え方>
日本赤十字社では輸血用血液の確保と原料血奬の確保が並行して行われているが、
人員をはじめ施設、装置等は兼用されている。 このため、これらを明確に切り分ける
ことは困難であるが、採血関連業務の中で、原料血紫の確保のために必要と考えられ
る部分について費用を 算し、原料血擬の価格を計算する。【原価計算方式】

0血 成ハ 血ほ、 ,‘、
にも同様に広く行われるサービスに係る経費を除く。

血は、主として、赤血球製剤及ぴ血小板製剤を製造す
るために行われることから、原料血 の確保に る費用のー に限定して
但し、赤血球製剤の白血球除去の導入に伴い原料血柴の製造に生じた費用は含む
もの。

。但し、献血全般に共通する事項や他の献血者

平成23年度に配分される原料血奬の 準価格の考え方

0全血‘血 び血小
。

1 凝固因子製剤用
① 原料血紫の配分量
配分量は、確保目標量と同量の95万りツトル(A) とする。

(2)

ノ\

価格の算定方法
原料血奬95万りツトルの確保から供給までに必要な経 を積み上げ、この

B)加えて1リットルの
、

の ‘ 95万で し 596の;
とする。

1、

(10円未満四捨五入)

睡要回

(3) 算定の根拠
日本赤十字社が提出したデータを使用することとし、材料費等

の費、経費、輸送保管費等)の
度及び21年度の平、を使用する。

(C) については

(4) 採血方法別の原料血簗の配分量
量の △で95万1 ツトル

確保量の割合は、平成23年度献血推進計画(案)に則り日本赤十字社が策定
血 1のす

した平成23年度の事業計画(案) とした。

計算式

2 その他の分画用
血液凝固第Ⅷ因子製剤が製造できない点を考慮して、凝固因子製剤用から所要額を割
り弓Kものとするため、前年度標準価格に凝固因子製剤用原料血藥の価格改定率を乗じ新
価格とする。(10円未満切り上げ)

B=Σ (cnxDn)/AXI
(nは採血方法を示す。)

3 中間原料
前年度標準価格に凝固因子製剤用原料血奬の価格改定率を乗じ新価格とする。(10
円未満切り上げ)

で
(材料費、人件
る平 20

八し配ハ (D) とする。
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積算する費用 (凝固因子製剤用)

経費

全血 (200及び400)

一部
(シンゲルバック代相当、製品表示ラヘ、 代)

全額
(採血キ外、 薬品費、
止血 消毒用消耗品
検査用試薬、 製品表示泌、ル等)

材料費

原料血奬の凍結 一時保管費 (製剤職員費)人件費

医師 (検診) 看護師 (検診 採血
検査職員 (生化学等検査)
事務職員 (受付 応対)

減価償却費及び光熱水料 (凍結 保管費)<製造>機器等保守料経 費

登録者依頼経 、処遇費信己念品)
<採血> 装置借料、 滅価償却、

保守
<検査> 検体送料、 光熱水料

機器保守、 減価償却

白血球除去の導入に
伴い生じた経費 (減
価償却費、 リ「ス料
等)

管理供給 原料血奬輸送 貯留保管経費 (管理センター及び分画センターの運営費)
調査研究費

材料費
全血採血及び血小板成分採血については、原料血奬として分離後の凍結・一時保管に
関するもの等を積算する。血藥成分採血は全額を積算。

人件費
全ての採血種別で原料血衆の凍結に要する費用を積算する。
血紫成分採血では献血者に対応する医師、看護師及び事務職員の人件費並びに血液
検査の実施に係る人件費も積算する。

経費
全血採血及び血小板成分採血については、原料血紫として分離後の凍結・一時保管に
関するものを積算する。血粲成分採血では、成分献血登録者に対する献血依頼経費、献血
者に対する処遇費、採血、検査、製造(凍結)1こ関する経費も含めて積算する。
全血採血において、 白血球除去の導入に伴い、 原料血奬の製造に生じた経費 (滅価
償却費、 リース料等) も積算する。

搬送 貯留保管費
管理供給・調査研究費のうち、原料血奬の搬送唄宇留保管に要する経費を積算する。

別採 血

血小板成分 血 薬 成

種

ノ\ 

 

 



1.

区

材料費

血当たりの

分

.  ..

経費

全血200

222.91 円

全血400

272.16円

、.、、... .、、

3227 円

、、 、.、、

人件費

血小板成分

270.85 円

 .、、、、‘、. .

53,05 円

管種供給1爾晝誹愛費‘

血紫成分

フ,588.03 円

.  ‘.、、‘、 

31.97 円

56.40 円

1採血あたりの原料血紫

合計Uりツトルあたり単価)

計

負担する費用

血液ハ‘ツグ代(全血はシンゲルバウグ代相当、血小板は全血
如0と問額)、採血キット(血蛾成分裸血のみ)
製品表示ラκル
簗品費(成分裸血の保存液、生理食塩液など)
止血・消毒用消耗品
試薬(血液型、NAT用など)

 、 、、、‘、. 、.

の計 (

原料血奬確保見込量

確保費用計 I X

確保費用総計③

原料血業確保目標 ④

原料血紫標準価格 ③/④XI05%

因2. 血

137.04 円

3、353.90 円

108.10 円

登録者ヘの献血依頼経費、献血者処遇費(記念品代)

<裸血>
採血装置借料、減価償却賓(採血装置分)
採血裟置保守料

<検査>
検査検休送料
光熱水料等
検査提器保守料・減価慣却費

<製造>
製造複器等保守料・減価償却費
光熱水料
(原料血藁の凍結・一時保管に関ずるもののみ)

白血球除去の導入に伴い生じた経費

8,023.64 円 医師(検診)
看護師(検診・採血・採血前後の準備)
検査職員(生化学検査・感染症検劃
事務職員(献血者の受付、探血後の彪対)
製造職 (凍結・一時保管)

448.62 円

0‘1161χ

3β67.41 円

、、、、 ‘、 .、‘.、

262.66 円

用)

36,931 競

142,827319 円

10,087390,008 円

95万りツトル

11,14922 円/りツトル

98.71 円

695.97 円

0236τ克

2949.03 円

. .、 、、 、、 

239.82 円

、、、、 ..   .、.、 ‘、     、 、

568,860 為

1,67フ,585 06 円

負担の区分

64135 円

血頻成分採血のみ

021 1χ

3,054.05 円

‘

ぢiミ‘b一両
‘

球科面羨彌途静爾葆警蔓雨1面液管種甚疹二而曾製嘉供稔饗C語雰爾発菱;毛
の他の施設の管理部門経費
は負担しない。

理部門経費含む)
川外ル当たり単価を1採血当たり単 に変換

”
”

血衆成分採血のみ

血柴成分採血のみ
献血ルームの借料・波価償却
賓は負担しない

血柴成分採血のみ

164β63 徐

503,499β45 円

19.479.47 円

0.451三

43.287.71 円

179,346 路原料血紫確保目採量:95万りツトル

フ,763,47フ.638

輸血用血液製剤の製造
るものは負担しない。

全血採血のみ
‘

血案鳶秀襍面あ再
、

円

11.150円 対前年度 △1.230円
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3.凝固因子製剤用以外の原料血禁標準価格

積算内訳

その他の分画製剤用
現行価格
11,300 円/りツトル

Ⅱ+Ⅲ

Ⅳ一1

現行価格
47,640 円/k宮

Ⅳ一4

現行価格
14,330 円/k宮

X

凝固因子製剤用血奬の価格変動割合
円
12β80 円
.

jja旦Ω
_

10,17フ.30

現行価格
15,000 円/k宮

X

凝固因子製剤用血粲の価格変動割合
”,150 円
12,380 円
42,906.79

凝固因子製剤用血奬の価格変動割合
U,150 円
12β80 円
12,90626X

凝固因子製剤用血奬の価格変動割合
11,150
12,380
13,509.69X

円ノリットル  

円/k宮

10,180 円

円/kg

一→ 42,910 円

円/棺

・ 12,910円

 13,510 円
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